
2月4日(金)に斉藤 鉄夫（さいとう てつお）国土交通大臣に対し、航空
関連産業の現状を直接伝え、産業の存続に向けた支援を要望しました。
このなかで、内藤会長から、

「現場の仲間は、使命感を持って必死に職場を支えているが、離職が
止まらない。産業全体での圧倒的な生産性向上や、この産業で働きたい
という魅力の向上なくしては、産業の存続・発展はない。」
との認識を伝えたのに対し、斉藤大臣は、
「航空関連産業の回復と成長は日本に必要だ。今日は職場の現状を改め
て認識した。今後も話を伺い、どのような政策が必要か考えていく。」
との受け止めを示しました。
航空連合は、今後も引き続き、政府に対して積極的に働きかけをおこ

ない、産業の回復と成長に向けた政策の実現を図っていきます。
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酒井事務局長（撮影時のみマスクを外しています）

内藤会長からは、航空関連産業の回復
と成長に向けた熱い思いを伝えました


